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1月

富
山
の
映
像
文
化
の
拠
点
に

県
映
像
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念

特
別
講
演
会

国
富
山
県
映
像
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
記

念
し
て
、
岩
波
ホ
ー
ル
総
支
配
人
の
高

野
悦
子
さ
ん
に
よ
る
特
別
講
演
会
が
、

一
月
二
十
二
日
、
富
山
市
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
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月
内，

ι

県
民
参
加
の
県
づ
く
り

県
政
モ
ニ
タ
ー
懇
談
会

意見を述べる県政モニター

-
県
政
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
県
が
、

重
要
施
策
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る

「
県
政
モ
ニ
タ
ー
懇
談
会
」
が
、
二
月
一

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国
今
回
は
、
男
女
協
同
社
会
に
向
け
た

取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
聞
か
れ
、
県
政

モ
ニ
タ
ー
約
七
十
名
が
出
席
。
県
の
担

当
者
に
よ
る
説
明
の
後
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

-
出
席
者
か
ら
は
、
「
夫
婦
問
の
役
割

分
担
な
ど
、
家
庭
内
か
ら
始
め
る
こ
と

が
大
切
」
、
「
自
治
会
で
の
女
性
の
立
場

を
向
上
さ
せ
る
べ
き
」
な
ど
家
庭
や
地

域
社
会
で
の
取
り
組
み
を
求
め
る
意
見

や
、
「
労
働
時
閣
を
短
縮
し
て
、
家
庭
を

重
視
す
る
社
会
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

-
県
で
は
今
後
も
、
こ
う
し
た
懇
談

会
を
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
開
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情報工房、マルチメディア情報センター

地域をつくる仲間たち〈人物力フェ〉

富山ミナミ吹奏楽団団長・常任指煙者

牧野誠さん

とやま音のある風景

松田江浜と雨晴海岸の波音

インフォメーション
-
「
私
の
シ
ネ
マ
ラ
イ

フ
」
と
題
し
た
講
演
で

は
、
自
ら
の
体
験
を

ん
通
し
て
、
人
生
に
大

引
き
な
影
響
を
与
え
る

一
鍋
映
像
の
力
に
つ
い
て

棺
語
る
と
と
も
に
、
映

働
像
セ
ン
タ
ー
の
あ
り

蜘
方
に
つ
い
て
、
「
富
山

映
に
つ
い
て
聞
か
れ
た

と
き
に
『
こ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
』
と
言

え
る
力
が
映
像
に
は
あ
る
。
こ
こ
に
し

か
な
い
個
性
を
出
し
て
ほ
し
い
」
と
希

望
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

口
県
映
像
セ
ン
タ
ー
は
、
富
山
に
関
す

る
様
々
な
映
像
資
料
の
収
集
と
活
用

を
目
的
と
し
て
お
り
、
上
映
会
や
映
像

に
関
す
る
相
談
、
機
器
や
ソ
フ
ト
の
貧

し
出
し
な
ど
に
加
え
て
、
市
町
村
や
民

間
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

催
し
、
県
民
参
加
の
行
政
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

-
問
合
せ
企
画
部
広
報
課
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県
出
身
の
監
督
と

映
画
談
義

「釣
り
パ
カ
日
誌
」

一
行
が

知
事
を
表
敬

-
人
気
映
画
シ
リ
ー
ズ
の
最
新
作
「
釣

リ
パ
力
日
誌
イ
レ
ブ
ン
」
の
本
木
克
英

監
督
と
主
演
の
西
田
敏
行
さ
ん
、
浅
田

美
代
子
さ
ん
が
、
二
月
一
日
に
県
庁
を

訪
れ
、
中
沖
知
事
と
懇
談
し
ま
し
た

0

.
本
木
監
督
は
、
富
山
市
出
身
で
現
在

三
十
六
歳
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る

若
手
映
画
監
督
で
、
デ
ビ
ュ
ー
作
品

の
「
て
な
も
ん
や
聞
社
」
(
平
成
九
年
)

で
は
、
藤
本
賞
新
人
賞
を
受
賞
さ
れ
て

い
ま
す
。

-

一
行
は
、
こ
の
日
県
民
会
館
で
行
わ

れ
た
試
写
会
に
出
席
す
る
た
め
富
山
を

訪
れ
た
も
の
で
、
中
沖
知
事
に
も
映

画
の
見
と
こ
ろ
を
P
R
。
こ
れ
に
対
し

中
沖
知
事
は
、
「
富
山
の
魚
も
美
昧
し

い
の
で
、
今
度
は
富
山
を
舞
台
に
し
て

く
だ
さ
い
」
と
富
山
県
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

シリーズ

O措とや
昭和59年3月18日(日)

1984 

-
今
後
、
富
山
県
映
像
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
、
富
山
の
映
像
を
活
用
し
た
文

化
・
学
習
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

-
問
合
せ
富
山
県
映
像
セ
ン
タ
ー
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1月

美
し
い
散
居
の
風
景
を
後
世
に

と
な
み
野
田
園
空
間
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

国
屋
敷
林
(
力
イ
二
ヨ
)
に
固
ま
れ
た
砺

波
平
野
の
散
居
村
の
保
全
と
活
性
化

を
地
域
住
民
と
と
も
に
考
え
よ
う
と
い

う
「
と
な
み
野
田
園
空
間
シ
ン
ポ
ジ
ウ
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2月

日
本
の
植
物
の
ル
ー
ツ
に

出
会
え
る
か
も

富
山
県
中
央
植
物
園

雲
南
温
室
オ
ー
プ
ン

-
富
山
県
中
央
植
物
園
に
、
新
し
く

「
雲
南
温
室
」
が
完
成
、
二
月
十
八
日

か
ら
公
聞
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

国
こ
の
温
室
は
、
中
央
植
物
園
と
友
好

こ
ん
め
い

関
係
に
あ
る
毘
閉
植
物
研
究
所
の
協 県民の期待を乗せ、テイクオフ

富山空港ジェット化
滑走路の延長工事が完成した富山空港に

乙の日、待望のジェット機が就航した。

一番機の到着前に行われた開港式では

中沖知事が力強く開港を宣言。 送迎デ':;キ

や周辺の堤防には3千人の県民が詰めか

けた。東京への所要時間が2時間から1時

間に短縮され、日帰りビジネスが可能に

なったことから、年間利用者数はそれま

での15万人から40万人へと大幅に増加、

県内経済や県民の暮らしに与えた効果は

計り知れない。利用者はその後も増加を

続け、現在では年間約100万人、 6つの

国内路線と3つの国 ，，-&if-

際路線を有し、地方 ，M~鶴
自治体が管理する空 f~ 1 
港としてはトップクー '.1 

ラスの実績を誇る 。-

富山空港のジェット

化は、富山県の可能

性を大きく広げる出

来事であった。

ム
」
が
、
一
月
二
十
三
日
に
砺
波
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

-
当
日
は
、
「
散
居
景
観
を
後
世
に
残

す
必
要
が
あ
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
デ
イ

力
を
得
て
集
め
ら
れ
た
中
国
雲
南
省
の

貴
重
な
植
物
を
展
示
す
る
も
の
で
、
同

省
を
代
表
す
る
花
「
卜
ウ
ツ
バ
キ
」
の

さ
ま
ざ
ま
な
園
芸
品
種
を
展
示
す
る
エ

リ
ア
と
、
同
省
南
部
の
熱
帯
地
域
の
植

物
を
展
示
す
る
エ
リ
ア
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

-
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
「
卜
ウ
ツ
バ

キ
」
は
、
唐
の
時
代
か
ら
千
年
以
上
の

栽
培
の
歴
史
を
持
つ
椿
の
仲
間
で
、
雲

南
省
の
省
都
毘
間
市
の
花
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
熱
帯
地
域
の
エ
リ
ア

で
は
、
葉
の
直
径
が
五
十
セ
ン
チ
も
あ

る
イ
チ
ジ
ク
の
仲
間
「
フ
ィ
ク
ス
・
ア

ウ
リ
ク
ラ
ー
タ
」
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

-
雲
南
省
に
は
、
約
一
万
五
千
種
も
の

植
物
が
成
育
し
、
「
植
物
の
宝
庫
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
植
物
と
共
通 討論に聞き入る満員の観客

県広報ttきま 2000.3・ 1

開港式に詰めかけた人々

本誌は古紙100%の再生紙を使用しています。

べ
ー
卜
(
討
論
会
)
が
行
わ
れ
、
県
内
テ

レ
ビ
局
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
地
元
住
民
代

表
や
か
肯
定
派
と
否
定
派
に
分
か
れ
て
討

論
を
展
開
。
肯
定
派
は
、
「
世
界
に
誇
れ

る
日
本
の
震
村
の
原
風
景
」
、
「
地
球
環

境
の
保
全
に
貢
献
し
て
い
る
」
と
散
居

村
の
景
観
を
守
リ
伝
-
え
て
い
く
必
要
性

を
主
張
。
こ
れ
に
対
し
、
否
定
派
は
、

「
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
、
必
要
性

が
薄
れ
た
」
、
「
屋
敷
林
の
維
持
管
理
に

労
力
と
費
用
が
か
か
る
」
な
ど
と
意
見

を
述
べ
ま
し
た
。

-
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
二
月
十
三

日
に
城
端
町
で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
県

で
は
、
今
回
出
さ
れ
た
提
言
・
意
見
も

踏
ま
え
、
今
後
、
住
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
地
域
一
体
で
、
よ
り
よ
い
散
居
村

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

-
問
合
せ
農
林
水
産
部
農
村
環
境
課
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の
祖
先
を
も
っ
植
物
も
多
く
、
日
本
の

植
物
の
起
源
を
探
る
-
つ
-
え
で
も
興
昧
深

い
地
域
で
す
。
皆
さ
ん
も
日
本
と
雲
南

省
の
植
物
を
見
比
べ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

-
問
合
せ
富
山
県
中
央
植
物
園
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雲南省を代表する花「卜ウツ1¥キJ
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記
日
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.
開

.販売場所

・道の駅(うなづき、力モンパーク新湊、砺波、井波、たいら)

.チューリップ四季彩館

-物産センター富山 (CIC5階)

県民会館、県教育文化会館、

高岡文化ホール、新川文化ホール

・県庁正面案内

.2000年国体富山県実行委員会事務局

.価格(税込み)

・シンボルマーク一一・…・ 300円

・マスコッ卜ー……・・・・・・・ 300円

・2個セットー・・・…・・・・・・・ 550円

問合せ 2000年国体富山県実行委員会事務局

ft076 (444)8484 

2・ 県広報と廿ま 2000.3

バッジを買って
2000年とやま国体を
応援しよう!


